
  

 

インターネット利用に関する実態調査【中学生保護者対象】結果 （抜粋） 

 

 

 

 

 

 １．子どものスマホ等の所有状況と所有し始めた時期                                    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ２．保護者の安全安心なインターネット利用のための注意点の認知度（複数回答）                                 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ３．子どものスマホ等のフィルタリングの状況                                              

 

 

 

 

 

 ４．インターネット利用のルールの有無 （子どもと保護者の意識比較のため中学生データを追加）                                 

 

 

 

 

 

 

 

１ 実施時期：令和３年１１月～１２月 

２ 対   象：湯梨浜中学校保護者 

３ 調査方法：グーグルフォームまたはアンケート調査票（マークシート） 

４ 回 答 数：178件（内訳：グーグルフォーム 86件 調査票 92件） 
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「利用していない」を除くと、

ルールありの回答は保護者

64％、子ども 47％で、ルー

ル な し の 回答は保護者

36％、子ども 53％でした。

ルールの有無について意識

に違いがあるようです。 
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小学校就学前 小学1年 小学2年 小学3年

小学4年 小学5年 小学6年 中学1年

中学2年 中学3年

子どものスマホの所有状況

は、おおよそ半々で、持って

いる方がやや少ないくらい

でした。 

スマホを所有し始めた時期

は、中学 1年生が突出して多

く、中学校への進学がスマホ

を所有する機会になってい

るようです。 

 

65 32 10 69 2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

設定されている 設定されていない わからない

スマホを利用していない 未記入

子どもがスマホ等を利用さ

れている方のうち、約 61％

はフィルタリングの設定がさ

れていると回答された反面、

約 30％は設定されていな

いとの回答でした。 
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⑧いずれも知らない

⑦セキュリティ対策に関する問題

⑥プライバシー保護に関する問題

⑤ネットの過度の利用に関する問題

④電子商取引に関する問題

③ネット上のコミュニケの注意点

②有害情報に関する問題

①違法情報の問題
最も多い回答はネット上のコ

ミュニケーションの注意点

で、SNS トラブル等につい

て関心度の高さが伺えます。

また、いずれも知らないと回

答された方は少なく、インタ

ーネット利用の注意点につい

て意識されている状況が伺

えます。 



  

 

 ５．ルールの内容（複数回答）                                                    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ６．保護者が考える子どものインターネット利用に必要な取組（複数回答）                                       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＳＮＳトラブルから子どもを守る合言葉   「とりのからあげ」 

ともだちがきずつく事をしない   

りよう時間を決めよう 

のせない個人情報 

かきんしない 

らいん（LINE）は相手のことを考えて送信 

あわない ＳＮＳで知り合った人 

げームソフトの年齢制限を守る 
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⑰わからない

⑯特にない

⑮その他

⑭小中学校への持込禁止

⑬小中学生には持たせない

⑫サイト責任者への規制強化

⑪有害サイトへの規制強化

⑩保護者間で相談し合える関係作り

⑨相談機関・窓口の改善

⑧国や自治体等の保護者への説明…

⑦ＰＴＡ会合等での保護者啓発

⑥学校の情報モラル教育の充実

⑤販売時の業者から保護者への説明

④フィルタリングの操作方法等の簡…

③フィルタリングの性能等の充実

②フィルタリング使用の徹底

①ルール作りなどの家庭の取組
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⑨その他

⑧困ったときは相談

⑥利用料金の上限

⑥利用者情報の保護

⑤送信や投稿内容

④利用するサイト等の制限

③メール等の相手の制限

②利用する場所

①利用する時間
ルールの内容については。利

用する時間が最も多く、スマ

ホ等の長時間の利用につい

て保護者が意識しているこ

とが分かります。 

その他の内容では、親が子ど

もの閲覧履歴が分かるよう

にするなど各家庭でさまざ

まな工夫がされているよう

です。 

最も回答の多い「ルール作り

など家庭の取組」、3 番目に

多い「フィルタリング使用の

徹底」はすぐにでも取り組め

る内容です。 

今一度、保護者と子どもでイ

ンターネット利用におけるル

ールについて話し合い、共通

意識を持ちましょう。 

 

【まとめ】 

●中学生の約半数はスマホを所有しており、中学進学がその契機となっているようです。 

●保護者と子どもの間にはインターネット利用のルールの認識に違いがあるようです。今一度、家族で

ルールについて確認しておきましょう。 

●アンケート回答者の半数はフィルタリングの徹底が必要と認識していますが、実態としては子どもの

所有するスマホに対するフィルタリングの設定は約 6割に留まっています。 

●アンケート回答者の約 7割がルール作りなど家庭での取組が必要と回答がありました。ルールを決

めておられない場合は、これを機に家庭で話し合ってみてはいかがでしょうか。 

もっと詳しい内容が 

知りたい方はこちら 
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